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人事担当者として，いま正確に理解しておきたいキーワード
「新型コロナ後遺症」 「ブレインフォグと倦怠感」 「復職とリハビリ勤
務」

I

▶新型コロナ後遺症

　新型コロナウイルス感染症の後遺症は，国内で医学的には「罹患後症状」と呼ばれており，次に該
当するものとされています。
①　通常は感染後 ３カ月経過時に認める
②　少なくとも ２カ月以上症状が持続している
③　他の疾患による症状として説明がつかない
④　症状は時間経過と共に，変動，再発することがある
　感染者が発生した場合，発熱やせき，喉の痛みなどの症状を確認し，それほど症状が強くないと，「軽
く済んでよかった」と判断しがちですが，後遺症の場合は発症時の症状の重さとまったく分けて考え
る必要があります。
　次に症状をみると，最も多い症状が倦怠感で50％と半数の人が患っています。次いで，脳の霧（ブ
レインフォグ）41％，頭痛２9％，記憶障害２8％，呼吸困難（息苦しさ）２8％，嗅覚障害２6％，うつ
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新型コロナ後遺症に
どう対応する？

課  題

1 新型コロナ後遺症

　ブレインフォグや倦怠感など，新型コロ

ナ後遺症に悩む従業員は，症状が長期化す

るなかで，先が見えないという不安を強く

もっています。休職や職場復帰等に際して

は，会社が取りうる施策の内容を明確にし

たうえで，自治体等の相談窓口につなげる

など，従業員と一緒に問題解決を図りましょ

う。
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２３％，睡眠障害２1％，集中力低下２0％などと報告されています。このほかに，関節痛，筋肉痛，胸痛，
脱毛，頭痛，めまい，味覚障害，動悸，下痢，腹痛，筋力低下などが続きます。
　新型コロナ流行当初は，後遺症というと嗅覚障害，味覚障害が大きく取り上げられていました。こ
れはデルタ株以前の症状であり，流行の中心がオミクロン株に変わってきてからは，倦怠感が多くなっ
てきています。
　ただし，いずれも新型コロナ後遺症特有の症状ではないため，診断が難しいのが現状です。

▶ブレインフォグと倦怠感

⑴　ブレインフォグ
　「脳の霧（ブレインフォグ）」はその名のとおり，頭の中にもやがかかったようにぼんやりして，思
考力が低下している状態です。倦怠感が少なく出勤できたとしても，この思考力低下により，業務効
率が著しく低下し，仕事にならないケースが発生しています。
　ブレインフォグを自覚している患者さんからは，例として，具体的に次のような状況であると訴え
があります。
・人の話や書いてあることが頭の中で整理できず，理解しようとするだけでぐったりする
・今まで間違えたことのないような失敗をする
・物事や人の話を覚えられない，思い出せない
・話の途中で何を話しているかわからなくなる，頭の中が整理できない
・マルチタスクの優先順位が決められない
　ブレインフォグは，新型コロナの後遺症として注目されるようになりましたが，精神疾患，睡眠障
害，月経前症候群（PMS），アルコール・薬物依存症などの症状としても以前から知られていました。
はたから見てわかるものではないため，ご本人の感じ方をしっかりヒアリングする必要があります。

図表　新型コロナ後遺症の症状（オミクロン株 n＝119，デルタ株以前 n=２３0）

資料出所：東京都新型コロナ感染症モニタリング会議（第99回，２0２２年 8 月２5日）資料
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倦怠感 咳 頭痛 関節痛

関節痛記憶障害集中力の低下 動機 胸痛腹痛 抑うつ 喀痰 その他

不眠息切れ 嗅覚障害 味覚障害

（主なその他症状）
発熱、めまい、咽頭痛、易疲労感、呼吸困難感、体重減少、
鼻汁、脱毛、息苦しさ、ふらつき、全身の痛み、しびれ、
立ち眩み、悪寒、食欲不振など

オミクロン株

デルタ株以前

7



⑵　「倦怠感」
　すべてのケースにあてはまるわけではありませんが，新型コロナ後遺症の倦怠感には，以下のよう
な特徴があります。
　朝は元気いっぱいに活動を開始できていますが，一定時間が経過すると，急に鉛を背負っているか
のように体が重くなる，だるくなる，という状態に変化します。まるで突然，電池切れになるような
状態です。「だいぶ体調がよくなったから，近所を散歩しよう！」と元気に出かけたのに，途中で立
ち寄ったコンビニで突然，動けなくなったという患者さんがいます。
　しかしながら，一定時間，昼寝するなどして休憩すると，また元気になるのです。切れた電池に充
電するとまた動けるようになるというイメージです。他の疾患でこのような病状経過はほとんどみら
れず，筆者は新型コロナ後遺症に特徴的な症状であると感じています。この休憩時間も，３0分～ 1時
間程度の軽い昼寝というレベルではなく，しっかりと ２～ ３時間は寝るというレベルです。
　昼間にそれほど寝てしまうと，通常であれば夜は眠れなくなってしまいますが，夜も疲れてしっか
り眠れるというところが，やはり他の疾患と異なる点であると感じます。

▶復職とリハビリ勤務

　新型コロナ後遺症は回復のペースが他の疾患に比べて非常にゆっくりであることが多いため，職場
復帰の基準やリハビリ勤務の制度が確立している職場では，復帰のハードルが高くなってしまいます。
これらの基準には，リハビリはあくまで助走期間であり，すぐに通常どおりの勤務ができること，そ
れができなければ一定の勤務ができるまで療養してもらうという考えがベースにあります。しかし，
新型コロナ後遺症では，一定の勤務ができるようになるまでの期間が長く，まだ全容がつかみ切れて
おらず，休養期間を設けたからといって，どこまで回復するか予測がつかないため，一定期間は従来
のルールと切り離し特別な対応を検討してもらうとよいでしょう。　
　新型コロナ後遺症の従業員が勤務時間を増やす際には， 1時間単位，人によっては３0分単位とする
ケースもあります。とにかく，なかなか一気に勤務時間を増やせないケースが多いため，本人も周囲
も焦らず，少しずつ負荷を上げていくことが理想です。勤怠の取扱いによる制約もあると思いますの
で，各部署と調整のうえ，実施していく必要があるでしょう。
　昼の休憩時間も通常は 1時間としている職場が多いと思いますが，新型コロナ後遺症の従業員に
とって，充電時間の長さは勤務時間延長に大きく影響します。休憩できる場所の確保なども含め，特
別な配慮ができないか，ぜひ検討してみてください。
　また，勤務時間が増えてくると，周囲にはすっかり元気になったと誤解され，業務負荷が増えた結
果，再び疲れがぶり返してしまうケースもあります。倦怠感が長期間にわたり，回復経過がゆっくり
であることを周囲に理解してもらう必要もあるでしょう。筆者が最近経験したケースでは，コロナ流
行当初に重症化し，その後，倦怠感の後遺症が続いていた人が，「今年になって，ようやく以前のよ
うな感覚を取り戻せつつある」と報告してくれました。流行初期の人がこのような状態なので，今後，
少しずつ傾向が見えてくるものと期待しています。
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